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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、

余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。
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対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔11月 3日現在〕 (
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(注1)最新の再エネ(太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)8月 末設備量 939万 kW(太陽光 :8"万 kW、 風力 :57万 kW)

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

(注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】・

※ オフライン制御で確保する制御量

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御がなし

再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応
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10/13(日 )16時頃

(前日指示)

10/14(月 )実績

(速報)

10/26(■ )16時頃

(前日指示)

10/27(日 )実績

(速報)

10/27(日 )16時頃

(前日指示)

10/28(月 )実績

(速報)
発 信 日

10/12(土 )16時頃

(前日指示)

10/13(日 )実績

(速報)

10/13(日 )

8時00分～16時00分

Ψllツ
8時∞分～16時∞分

10/14(月 )

8時00分～16時00分
鰹.1lν
8時00分～16時00分

10/27(日 )

8時∞分～16時∞分

10/28(月 )

8時00分～16時00分

再エネ
出力制御期間

12時00分

S

12時30分

最大余剰電力
発生時刻

12時00分

S

12時30分

11時00分

S

11時 30分

12時00分

S

12時30分

12時30分

S

13時00分

12時00分

S

12時30分
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17涎 ～ 29

[2% ～ 4%]

0楽 ～ 27

[0% ～ 5%]

出力制御なし

0楽  ～ 53

[0% ～ 9%]

出力制御なし

出
力
制
御
内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 〈エリア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから

余剰電力を満たす発電事業者きまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

20(9年 |も日計ユ回史ん |

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔11月 11日現在〕
13rqB

[万 kW]

通し番号 35 36 37 38

発 信 日
10/29(火 )16時頃

(前日指示)

10/30(水 )実績

(速報)

10/30(水 )16時頃

(前日指示)

10/31(木 )実績

(速報)

10/31(木 )16時頃

(前日指示)

11/1(金 )実績

(速報)

11/1(金 )16時頃

(前日指示)

11/2〈土)実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

10/30(水 )

8時00分～16時00分

10/31(木 )

8時00分～16時00分

11/1(金 )

8時00分～16時 00分

11/2(土 )

8時00分～16時00分

⊂⊃
8時∞分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時 00分

12時 30分

12時00分

12時30分

S

12時00分

12時30分

12時00分

12時30分

S

11時30分

S

12時00分

[ 12% ]
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力
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御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 l)
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[0% ～ 9%]

出力制御なし

0業  ～ 25

[0% ～ 4%]

出力制御なし

0巌 ～ 8

[0% ～ 1%]

出力制御なし
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供給力
(注 5)

(再掲)再エネ出力

④ 1,310

(643)

1,215

(514)

1,303
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(570)

1,304
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(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)9月末設備量 943万kW(太陽光 :886万 kW、 風力 :57万 kl)

(注 2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注 3)揚水発電所を最大限活用

(注 4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

【特記事項】
・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御が

再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超える

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

場ヽ合は前日指
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 〈エリア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔11月 11日現在〕
3“ 回 曰 3夕 日 日 3ι口B

[万 kW]

通し番号 39 40
Ｊ

′ 42

発 信 日
11/3(日 )16時頃

(前日指示)

11/4(月 )実績

(速報)

11/4(月 )16時頃

(前 日指示)

11/5(火 )実績

〈速報)

11/5〈火)16時頃

(前日指示)

11/6(水 )実績

(速報)

11/8(金 )16時頃

(前日指示)

11/9(土 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

:1/4(月 )

8時00分～16時00分

11/4(月 )

8時00分～16時00分

11/5(火 )

8時00分～16時∞分

11/6(水 )

8時00分～16時 00分 8時00分～16時00分

11/9(土 )

8時00分～16時 00分 8時00分～16時 00分

最大余剰電力
発生時刻

12時00分

S

12時 30分

12時30分

S

13時00分

12時00分

12時30分

12時00分

`

12時30分

12時 00分

12時 30分

12時00分

12時30分

11時30分

S

12時00分

出

力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)
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(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)9月 末設備量 943万kW(太陽光 :886万 kW、 風力 |

(注 2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注 3)揚水発電所を最大限活用

(注 4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場

※ オフライン制御で確保する制御量

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出 い場合は前日57万 kW)

エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超え ものは、

夕し多懲tプ が`.
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、10時に公表】
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔11月 22日 現在〕
37日 D 3'回 曰

ノ'し '1'「
L

∫2)ロ ロ3,tE]日

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力

再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

ない場合は前日指示時間帯)

るものは、

[万 kW]

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)9月 末設備量 943万kW(太陽光 :886万 kW、 風力 :57万 kW)

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注 3)場水発電所を最大限活用

(注 4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は

※ オフライン制御で確保する制御量

/

衣
一に

43 44 45 46

発 信 日
11/9(土 )16時頃

(前日指示)

11/10(日 )実績

(速報)

11/11(月 )16時頃

(前日指示)

11/12(火 )実績

(速報)

11/14(木 )16時頃

(前日指示)

11/15(金 )実績

(速報)

11/15(金 )16時頃

(前 日指示)

11/16(土 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

11/10(日 )

8時00分～16時00分 8時00分～16時 00分

11/12(火 )

8時00分～16時00分

(、1`1色ツ
8時00分～16時00分

11/15(金 )

8時00分～16時 00分

鯉11ジ
8時00分～16時00分

11/16(土 )

8時00分～16時 00分

ノ
″~~~~~｀

、

rl1/16(土 )ヽ
｀、 __′ ノ

8時00分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時 00分

12時 30分

S

12時00分

S

12時30分

12時00分

S

12時30分

12時30分

S

13時00分

12時00分

S

12時 30分

12時 30分

13時 00分

S

12時00分

12時 30分

12時00分

12時30分

出
力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、

2pF9年 ‖月計|。日力たノ
対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔12月 2日現在〕
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【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出 力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

[万 kW]
f/ l8l3 上

／

１
ヽ

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)10月 末設備量 953万kW(太陽光 :896万 kW、 風力 :57

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注 3)揚水発電所を最大限活用

(注 4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

／
わ

”

ノ
／
‘

(注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

通 し番号 47 48 49

発 信 日
11/16(土 )16時頃

(前日指示)

11/17(日 )実績

(速報)

11/20(水 )16時頃

(前 日指示)

11/21(木 )実績

(速報)

11/22(金 )16時頃

(前日指示)

11/23(土 )実績

(速報)

11/29(金 )16時頃

(前日指示)

11/30(土 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

:1/17(日 )

8時00分～16時 00分

Ψ llタン
8時00分～16時00分

11/21(木 )

8時00分～16時00分

11/23(土 )

8時00分～16時 00分

11/30(土 )

8時00分～16時00分 8時00分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時 00分

12時 30分

12時00分

S

12時30分

12時00分

S

12時30分

12時00分

12時30分

12時00分

S

12時30分

13時00分

S

13時30分

出

力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
〈注1)

38掻  ～

[7% ～

123

23% ]

/~｀ 、
/  71  ヽ

マ:lン
′ [ 0%

0 28

5% ]

出力制御なし

、電′9t0
::ヽ

、、、 ..,卜._.ン
―`

口 :う 9『く

[ 096

0蛍  ～    80

16% ]

出力制御なし

22

[ 4%

107

19% ]

715

=十
ワ
一

\ nru 725  。
ヤ

793 マ
マ

828

了

Ｆヽ
ト́

158

ヽ
126 ヽ

‐

を
158

キ
106ヽ 許
ヽ
t'|

rse\ E 132ロ 158ヽ
`ニ
lクご

148、 :テ
|・

212 ノ 198
′

ノ32/ zst f zsa f il> ,r, f 3/3z-') uzf zto fty t
4' [t 1,085 370 1,070 1,274"タ l,288 1,095 メァD 1,136 1,175 .夕′0 1,186

141供給力
(注5)

(再掲)再エネ出力

④ 1,208

(565) 〈460)

1.302

(611)

生
|

1,288

(541)

1,175

(547) (428)

1,282

(603)

1,217

(481)

予
想

需
給

状

況

郡

⑤
再エネ出力制御必要量
(⑤ =①十②+③―④)

123 71 28 80 107 31

「

~~~~
1,136



1争

『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、

余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔1月 iO日現在〕

却け午|ユロ :キ |口 曳漱1ノ

ク3ロ ロ  ↓ 停 D日

コ。ψ3と 出力中?ネ)|〒 "・

‐

%::1内 2J札 再蝸 調整直主 ヘ

(→ 202。年/ こ常』転へ)

:ろ
l

妙 |コ ロ

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

[万 kW]

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基 き都度算定

(参考)11月 末設備量 961万kW(太陽光 風力 157万 kW)1/
/′′

ウ曽2'した1

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

〈注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見

※ オフライン制御で確保する制御量

通 し番号
り

′
54

発 信 日
12/14(土 )16時頃

(前日指示)

12/15(日 )実績

(速報)

12/3:〈火):6時頃

(前日指示)

1/1(水 )実績

(速報)

f/1(水)16時頃

(前日指示)

1/2(木 )実績

(速報)

1/2(木 )16時頃

(前日指示)

1/3(金 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

12/15(日 )

8時00分～16時00分

鯉堅.ツ
8時00分～16時00分

1/1(水 )

8時00分～16時00分

υ:L望ツ
8時00分 ～16時00分

1/2(木 )

8時00分～16時 00分 8時00分～16時00分

1/3(金 )

8時00分～16時 00分

剰電力
時刻

最大余
発生

12時 00分

12時 30分

S

12時00分

S

12時30分

12時30分

13時00分

S

13時00分

S

13時 30分

12時 00分

S

12時 30分

12時 30分

S

13時00分

12時00分

S

i2時30分

出

力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 !)

36※ ～ 158

[6%  ～  26%]

ノ″
~｀
ヽ

/36ヽ

、6%ソ

/ ｀ヽ
/ 120  ヽ

ヽ[21%]ノ
、ヽ_“′′

0巌  ～ 60

[0%  ～  15%]

760 740 706 716

●
Ｔ
　
〓
Ｌ

193

)
156 ) it

，
７
　
一

226 226、 計
●
７

占

226 '*\rI 226
，
７

●

ヽ

１

‐

99ヽ キ
′生

220 I
′

219ノ J7'
185 ノ尺 wlgol 188

′く_

ノ ras /3j3 raa / zt. :

188ノ 2'7
小  計 tne ($13 1,176 1,151 

“

/ノ
1,111 1,120ッタ 1,113 1,130 ″丼 1,107

frffir(*t

(再掲)再エネ出力

④ 1.331

(616) (491)

1,312

(599)

1,254

(555)

1.246

(529)

1,233

(523)

l,190 1,107

(398)

予
想

需
給

状

況

濁

⑤
再エネ出力制御必要量
(⑤ =①+②十③―④)

158 36 161 143 126 120 60

(5(

|

61業 ～ 161

[16% ～  35%〕

41 濠 ～ 126

[8%  ～ 27%]

出力制御なし

「

801 760 820

1,212
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔1月 20日 現在〕

:/

′

μ
`日
曰 タタEl曰

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)11月 末設備量 961万kW(太陽光 :904万 kW、 風力 :57万 kW)

(注 2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

.〈注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電
′ (注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制
。
 (注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時 に公表】
※ オフライン制御で確保する制御量

斧回D

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出 力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

[万 kW]

夕1,1,tlt

通し番号 58

出
力

制

御
内
容

発 信 日
1/3(金 )16時頃

(前日指示)

1/4(土 )実績

(速報 )

1/4(■)16時頃

(前日指示)

1/5(日 )実績

(速報)

1/8(水)16時頃

(前日指示)

1/9(木 )実績

(速報)

1/9(木 )16時頃

(前日指示)

1/10(金 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

1/4 (土 )

8時00分～16時00分

イラ4(土｀
ゝ _´ノ
8時00分～16時00分

1/5(日 )

8時00分～16時00分 8時00分～16時00分

1/9(木 )

8時00分～16時00分

′
″~  ~ヽ

(1/9(木 )ノ
ヽ 一 ― ′

′

8時00分～16時00分

1/10(金 )

8時00分～16時00分

出力制御なし
最大余剰電力
発生時刻

12時 00分

S

12時 30分

12時30分

S

13時00分

12時00分

S

12時30分

12時30分

S

13時00分

12時30分

S

13時00分

12時 30分

S

13時 00分

12時00分

S

12時30分

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)

79棗 ～ 178

[13% ～  31%]

47豪  ～ 147

[8%  ～  27%]

/ ヽ
′ 51 ヽ

電%ソ

0掻 ～ 112

[0%  ～  20%]

ノ~~ヽ

/33ヽ

、[5ッ

0豪  ～ 66

[0%  ～  12%]

予
想

需
給

状

況

濁

4' it

720 804 720 809 916 947 930 969

226、 予 154、計
、  マ
226ヽ マ

、 こ上
1501平

マ

169ヽ 丁 1591=| 169

|

η
丁

=

89 、 :|・
mlfu ,

230ノ
=晏
〕レ

mf fr- lxrfrlt ,uf k ′
264ノ タリ 264 / ,uo lyl

1,179鮮ァ 1,188 1,179ク
;「

'

1.190 1,349 μ33 1,370 r,sat fg 1,318

供給力
(注5)

④

(再掲)再エネ出力

1,357

(633)

1,271

(561)

1,326

〈603)

1,241

(521)

1.461

(562)

1,403

(516)

1,429

(657)

1,318

(539)

再エネ出力制御必要量
(⑤ =①十②+③―④) ⑤ 178 83 147 51 112 33 66 0

●1 01

83
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行ったとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから

余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔2月 7日現在〕

2020年 IP言|タロ史′:L
‥
″
Ｊ
ヽ [万 k‖ ]

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)

(参考)12月 末設備量 981万 k‖

(注 2)最大余剰電力発生時刻におけ

〈注3)揚水発電所を最大限活用

(注 4)関門連系線を最大限活用し、

都度算定

(太陽光 、風力 :57万 kW)

るエリア需要

域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

″回日

zo20r

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出 力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

通し番号 6259 60

発 信 日
2/1(■ )16時頃

(前日指示)

2/2(日 )実績

(速報)

2/4(火)16時頃

(前日指示)

2/5(水)実績

(速報)

1/12(日 )16時頃

(前日指示)

1/i3(月 )実績

(速報)

1/31(金 )16時頃

(前日指示)

2/1(土 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

1/13(月 )

8時00分～16時∞分

2/:(土 )

8時∞分～16時00分

2/2(日 )

8時00分～16時 00分

2/2(日 )

8時00分～16時00分

2/5(水 )

8時00分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時 00分

S

12時 30分

12時00分

S

12時30分

12時30分

`

13時00分

12時 30分

S

13時 00分

12時 30分

S

13時00分

出
力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)

0豪  ～ 45

[0%  ～  10%]

出力制御なし

0豪 ～ 51

[ 0% 9% ]

出力制御なし

91 巌 ～ 205

[20% ～  39%]

′
~ヽ

′ 96  ヽ

理 ツ

0燿  ～ 107

[0% ～ 16%]

出力制御なし

944 798 864 988 1,043866 1,CЮ 2 889

1061計 195ヽ  7
1

rzo 
1 if169、予 41 ■ヽ 169

フ

lτ
1301訂 1691子

", lb 233 Jryy zuf ft zto | 2go 8o/ [ zza f gy "rl fr zez J yrg
小  計 1,198 1,a65 9171,268“。乙 1,276 1,289,00 1,304 1,197 397 1,451

1,276供給力
(注 5)

④ 1,402

(673)

1,294

(559)

1,572

(745)

1,451

(567)

1,313

(575) (430)

1,340

(600)

1,304

(563)

⑤
再エネ出力制御必要量
(⑤ =①十②+③―④)

45

″

205 96 107

1ノ

/23

::1内 2J低 ぬ;常直転ヘ

(再掲)再エネ出力

予
想

需

給

状

況

瀬
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔2月 22日 現在〕
♪ 回日 劃 日 目 よ2曰 B [万 kW]

通 し番号 63

出

力
制

御

内
容

発 信 日
2/7(金)16時頃

(前日指示)

2/8(■ )実績

(速報)

2/:0(月 )16時頃

(前日指示)

2/11(火 )実績

(速報)

2/12(水)16時頃

(前日指示)

2/13(木 )実績

(速報)

2/14〈金)

(当 日指示)

2/14(金 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

2/8(土 )

8時00分～16時00分

出力制御なし

2/11(火 )

8時00分～16時00分

2/11〈 火)

8時00分～16時00分

2/13〈 木)

8時00分～16時00分

2/13〈木)

8時∞分～16時00分

2/14〈金)

12時 00分～15時 30分

2/14〈金)

12時00分～15時30分

最大余剰電力
発生時刻

12時 30分

;

13時 00分

12時00分

S

12時30分

12時30分

13時00分

12時30分

S

13時00分

12時 30分

`

13時 00分

12時00分

S

12時30分

12時30分

S

13時00分

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)

0・  ～ 46

10,t ～  8%]

73棗 ～ 187

[10% ～  28%]

⌒

WΨ
0豪  ～ 104

[0%  ～  16%]

42

[6%]

予
想

需
給

状

況

郡

小  計

889 970 808 933 938 930 940 925

22r\i 130、計 221、 予
こェ

177、 呵
、 マ

153ヽ  ■7

1‐

141、 計 153 
\ ア

147 1 'IⅢ

"rli. 228
′

ノJ野 ," lft- zso I yo7 "rl ft- zez f g7j 180ノ た rcafu)
1,340鯛 1,328 1.260

竹
…と 1,340 1,373μ 3タ 1,353 1,273"3 1,258

供給力
(注5)

④

(再掲)再エネ出力

1,386

(646)

1,328

(535)

1,447

(734)

1,418

〈634)

1,477

(719)

1,377

(616)

1,315

(558)

1,301

(531)

再エネ出力制御必要量
(⑤ =①+②十③―④) ⑤ 46 0 187 78 104 24 42 43

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)12月 末設備量 981万kW(太陽光 :924万 kW、 風力 :57万 kW)

(注 2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注 3)揚水発電所を最大限活用

(注 4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時 に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力鶴御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を枡える■のは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

1卜(多

1・

'成

,Fそ

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行ったとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、

余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

t64 (6

24
/ ヽ
′  43  ヽ

電 ツ
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、

余剰電力を満たす発電事業者きまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔3月 :日現在〕 ょ3日 日 よ/日日

(注 1)最新の再エネ (太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)12月 末設備量 981万kW(太陽光 :924万 kW、 風カ

〈注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

(注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電年を最大限抑制

57万 kW)

多:′ .′′

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

よよロロ

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超える

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

∫ζロロ

い場合は前日指示時間帯)

[万 kW]

のは、

通 し番号 67 69

発 信 日
2/18(火 )16時頃

〈前日指示)

2/19(水)実績

(速報)

2/19(水 )16時頃

(前日指示)

2/20(木)実績

〈速報)

2/20(木 )16時頃

(前日指示)

2/21(金 )実績

(速報)

2/21(金 )16時頃

(前日指示)

2/22(土 )実績

(速報)

8時00分～16時00分

2/22(土 )

8時00分～16時00分 8時00分～16時 00分

再エネ
出力制御期間

2/19(水 )

8時00分～16時00分

で11=ツ
8時00分～16時00分

2/20(木 )

8時00分～16時00分

ノ′
~   ~｀

/2/20(木 )〕
ヽ __/
8時00分 ～16時00分

2/21〈 金)

8時00分～16時 00分

12時30分

13時00分

S

12時30分

S

13時00分

12時00分

S

12時30分

12時30分

13時 00分

12時30分

S

13時00分

14時 30分

S

15時 00分

最大余剰電力
発生時刻

12時 30分

13時 00分

12時30分

S

13時00分

出

力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)

51燎 ～ 130

[7%  ～  17%]

ノ″
~｀
ヽ

/ 94 ヽ

せ :シ
′

32・  ～ 146

[10% ～  29%]

104

[`:5111].

98螢  ～ 184

[13% ～ 25%]

/ ヽ
/104 ヽ

＼日3%]ノ
｀、 
“
′

61楽 ～ 175

[10% ～  29%]

960 838 8251,018 1,035 908 978 888

153、 予 131
、さ+
|° '

、 マ
153 1了 128 針

t
153ヽ マ
l V

.ヨ静
1191・

|

こ
マ
Ｊ

153

ヽ
144

| '「

282ノた 278 ら

`
"rl ft- zte le?I "OJL zzaf s?o,"1 fr- ,r, f fot

4. lt r,483 trJJ: 1,443 13437′∫ 1.384 r,ezs f39 1,357 1,22了 3ぉ 1,195

〈689)

1,461 1,396

(681)

ガ
′′

「

*ffir(Et

(再掲)再エネ出力

④ 1,583

(765) (697)

1,537 1,489

(695)

1.488

(676)

1,507

(770)

1,268

(545)

予
想

需
給

状

況

瀬

146 104 184 104 175

′

|′

/

73
再エネ出力制御必要量
(⑤=①+②十③―④) ⑤ 130 94

`Ч

じ・・.,口場フL:

(7(t6(

/7ヽ

1ヽ卸ノ
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対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔3月 1日現在〕

『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行ったとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、

2020年ユR計 ||口 シゞ詭シ
j7□ 曰

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 〈出力制御がない場合は前日指示時間帯)

・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

↓
[万 kW]

ト
D ロ ロ よ3日日

き都度算定

924万 kW、 風力 :57戸」ト

エリア需要

を最大限活用し、域外へ送電

(注 5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注 6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、

※ オフライン制御で確保する制御量

:′

通し番号 71 7472

発 信 日
2/22(土 )16時頃

(前日指示)

2/23(日 )実績

(速報)

2/23(日 )16時頃

(前日指示)

2/24〈 月)実績

(速報)

2/25〈 火)16時頃

(前日指示)

2/26(水 )実績

(速報)

2/26(水 )16時頃

(前日指示)

2/27(木 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

2/23(日 )

8時00分～16時00分

′″
~~~~~｀

ヽ

(2/23(日 )〕
ヽ _′ /

8時00分～16時00分

2/24(月 )

8時00分～16時00分 8時00分 ～16時00分

2/26(水 )

8時00分～16時00分
く
2空ッ

8時00分～16時00分

2/27(木 )

8時00分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時 30分

13時 00分

12時30分

S

13時00分

12時 30分

13時00分

S

12時30分

`

13時00分

12時00分

S

12時30分

12時30分

S

13時00分

12時30分

13時00分

出
力
制

御

内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 l)

/ ヽ
′ 22  ヽ

ヽ
ロ
ソ

0※ ～ 53

[0%  ～  10%]

出力制御なし

262棗  ～ 263

[36% ～  36%]

＼

ヽ

ノ

／

知̈ヽ
　　一刺）

／
１
ヽ

223榮 ～ 224

[27% ～  27%]

船

覇
一

／
１
ヽ

0漱 ～ 88

[0%  ～  15%]

844
7り
8“ 874

つ
μ
）
６１ 898 913 899 978

153
. ●

|ア
127

′

ｆ

ｆ

ｆ

、 ■■

l・
|

■
７
１
′

ヽ

、

‐

ヽ ■■
841可

Ｊ

′

ノ

′

153
〓
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′29 153

マ
７
′

ヽ

|

77 ヽfl‐
278
′

/JI。7 "rl ft- Jよj282 ノ2301弟
′ ′` 1 zzr l*t ," f rt. I zzalq:_

′ L
282/足

小  計 1,2273∂ J 1,159 1,2583)/1 1,173 1,333 ′4、,s‐ 1,220 1,334“ J∫ 1,337

供給力
〈注5)

(再掲)再エネ出力

④ 1,49め
~~~フ ~

(オ )

黎旧

(745)

′

丁

1,482′~~¬
フ
~

L/・
(698)イ
l,427 1.421

(668)

1,242

(460)

1,387

(638)

1,337

(477)

予
想

需

給
状

況

郡

再エネ出力制御必要量
(⑤=①十②十③―④) ⑤ 22 53

/

/263 a/リ
289

/

/224
254 88

〈参考)12月 末設備量 981万kW(

1)

(注 2)最大余剰電力発生時刻

(注 3)場水発電所

6,r. lrll
10時に公表】

(7(

「

~~~

Ⅲ風力 )
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔3月 15日現在〕 ´ 口 自
`′

D目 /2唾:7日

`3蛭

〕目
[万 kW]

通し番号 75
′
ヽ (コリ

発 信 日
3/1(日 )16時頃

〈前日指示)

3/2(月 )実績

(速報)

3/2(月 )16時頃

(前日指示)

3/3(火 )実績

(速報)

3/4(水 )16時頃

(前日指示)

3/5(木 )実績

(速報)

3/5(木 )16時頃

(前日指示)

3/6(金 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

3/2(月 )

8時00分～16時00分 8時∞分～16時∞分

3/3く 火)

8時00分～16時∞分

/  ヽqLツ
8時00分～16時00分

3/5(木 )

8時∞分～16時∞分 8時∞分～16時 00分

3/6(金 )

8時00分～16時∞分 8時00分～16時00分

落万てヽ
｀ ヽ

=

最大余剰電力
発生時刻

12時 30分

S

13時∞分

13時00分

S

13時 30分

12時 30分

;

13時 00分

12時30分

S

13時∞分

12時30分

`

13時∞分

12時 30分

S

13時∞分

12時∞分

S

12時30分

12時30分

S

13時∞分

出
力
制
御
内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)

98驀 ～ 197

[17% ～ 31%]

⌒
/1∞ ヽ

k、里7理.ノ

0澤  ～ 98

[喘  ～ 1鍋 ]

/ ヽ
/86 ヽ

型 !レ/

129漱  ～ 228

[19% ～  32%]

147豪 ～ 243

[17% ～  29%〕

896 954 895 945 926 1,021 986 翁咄
ノ

158、 予
t =上
1171`丁 158｀

=1 
‐

79ヽ
 :r†

158、 デ 上
―

，

120)F ョ
了158

/ 124ヽ
言十

,* lft- 268 f 3gt ,*)F zs, f 3]z 264/え zul tDp zul Pv I zaz/*,

大容量蓄電池の充電
・揚水運転

(注3)

①

②

③

エリア需要
(注2)

域外送電
(注4)

4ヽ 計 1,318。 22 1,339 1317作と 1,277 1,348矩と 1,405 1,408“22 1,374

1,439 1.363 1,576 1,526 1,651 1,559供給力
(注5)

(再掲)再エネ出力

④ 1.515

(778) (656) (681)

1.415

(591) (8“ ) (712) (850) / olo

予

想

需

給
状

況

瀬

⑤
再エネ出力制御必要量
(⑤ =① +②+③―④) 197 100 98 86 228 121 243 185

(注 1)最新の再エネ(太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)1月 末設備量 985万 kW(太陽光 :928万 k‖、風力 :57万 kW)

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

(注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御がない
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

日指示時間帯)

ん

クl'

ヽ
ｌ
ノ
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劉
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当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給豊 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔3月 15日現在〕
`ダ
ロ D

(注 1)最新の再エネ(太隅光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)1月末設備量 985万 k‖ (太陽光 :928万 kW、 風力 :57万 kW)

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

(注4)関円連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

`夕

饉ヨJ ζび口 E

【特記事項】
,実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

通し番号 79 80 81 82

出
力
制
御
内
容

発 信 日
3/7(土 )16時頃

(前日指示)

3/8(日 )実績

(速報)

3/8(日 )16時頃

(前日指示)

3/9(月 )実績

(速報)

3/10(火 )16時頃

(前日指示)

3/11(水 )実績

(速報)

3/11(水 )16時頃

(前日指示)

3/12(木 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

3/8(日 )

8時00分～16時 00分 8時∞分～16時 00分

3/9(月 )

8時∞分～16時∞分

出力制御なし

3/11(水 )

8時∞分～16時∞分 8時∞分～16時00分

3/12(木 )

8時00分～16時00分 8時00分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時∞分

S

12時30分

13時 30分

S

14時00分

12時∞分

S

12時 30分

12時30分

S

13時00分

12時30分

;

13時∞分

12時∞分

`

12時 30分

12時30分

;

13時00分

265甕  ～ 364

[37% ～ 51%]

/ 、`
/289  ヽ

卜、里ソ

0楽 ～ 140

[091 ～ 21%]

217豪  ～ 245

[28% ～ 31%]

/  ヽ
/  209  ヽ

ぃ
28翻
ノ

227豪  ～ 255

[26% ～ 30,o】

/ ｀ヽ
/ 206 ヽ

、
[2硼
ノ

予
想

需

給

状

況

瀬

小 計
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付

ノ
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レ
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′
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ノ     260 /夕 1星ヵ zaaffu f      r

′ 258ノ ノタ,
t,1si J ?l
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′

1,078 1,277夕 2乙 1,179 1,342μ 2と
ｌ

左
328 1,352たとと

/ 1,308こ

供給力
(注5)

④

(再掲)再エネ出力

_上生」通
(812) lJ

1,367 1.417

(675)

1,179 1.587

(837)

'/ ' , 
1,sg7 1,607

′
 1,514

(687)

/
て

／
(291) (765) (815)

再エネ出力制御必要量
(⑤ =① +②+③―④) ⑤ 364

カ
ノJ
ノ

I zas 140 0 245 209 255 206

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合針)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。

対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔3月 22日現在〕 /7回日 ノ歩L]日

(注 1)最新の再エネ(太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)1月末設備量 985万 kW(太陽光 :928万 k‖、風力 :57万 kW)

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

(注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

(注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

源発J斑 ヘ

2020年、夕ln/`0(FIリ

|:1内 |夕 機 縛上

[万 kW]

【特記事項】

・実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応

通し番号 83 ジ 85 86

発 信 日
3/13(金)16時頃

(前日指示)

3/14(土 )実績

(速報)

3/14(土 )16時頃

(前日指示)

3/15(日 )実績

(速報)

3/16(月 )16時頃

(前日指示)

3/17(火 )実績

(速報)

3/17(火 )16時頃

(前日指示)

3/18(水 )実績

(速報)

再エネ
出力制御期間

3/14(土 )

8時∞分～16時 00分

κフl(I))
＼ __/
8時∞分～16時 00分

3/15(日 )

3時00分～16時∞分 8時00分～16時∞分

3/17(火 )

8時∞分～16時00分

3/18(水 )

8時00分～16時 00分

最大余剰電力
発生時刻

12時30分

S

13時00分

13時 00分

S

13時 30分

12時 30分

13時00分

12時∞分

`

13時 00分

12時30分

`

13時00分

12時 30分

;

i3時 00分

出
力
制
御
内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(コ )

250来  ～ 278

[32% ～  36%]

ノ
~~｀
ヽ

/222 ヽ

Wツ
257棗  ～ 356

[351 ～  48鴨 ]
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(注 5)

|   (再 掲)再エネ出力 (027) (656) 〈824)

1,532

(656) (832)

1,328

(671) (828) (638)
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再エネ出力制御必要量
(⑤ =① +②+③―④) ⑤ 278 222 356 274 96 89
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『再生可能エネルギーの固定価格買取制度』に基づく再エネ出力制御指示に関する報告

当社は、電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行つたとしても、電気の供給量 (発電出力合計)が、その需要量等 (エ リア需要予想、連系線運用容量)を上回ることが見込まれたことから、
余剰電力を満たす発電事業者さまに対して、以下の内容で、出力抑制の指示等を行いました。
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対象エリア :九州エリア 本土
2019年度実績

〔3月 22日現在〕

%('|り 林時・えん未発ル(不口n`り
[万 kW]

通し番号 87 88 89 90

発 信 日
3/18(水 )16時頃

(前日指示)

3/19(木 )16時頃

〈前日指示)

3/20(金 )16時頃

(前日指示)

3/22(日 )16時頃

(前日指示)

再エネ
出力制御期間

3/19(木 )

8時00分～16時 00分

3/20 (金 )

8時00分～16時 00分

3/21(土 )

8時∞分～16時∞分

3/23(月 )

8時00分～16時00分

最大余剰電力
発生時刻

12時30分

13時00分

12時 30分

;

13時 00分

12時∞分

`

12時 30分

12時 00分

;

12時30分

出
力
制
御
内
容

再エネ出力制御量

〔再エネ接続量に対する比率〕
(注 1)
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小  計 1,363,7シ 1,257 メJッ 1,249 μ夕0 1,367μ夕,
1,479 1,412 1,414④供給力

(注5)

(再掲)再エネ出力 (835) (323) (823) (823)

1,443

予
想
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給
状
況
郡

再エネ出力制御必要量
〈⑤=① +② +③―④) ⑤ 116 155 165 76

(注 1)最新の再エネ(太陽光・風力)設備量に基づき都度算定

(参考)1月 末設備量 985万 kW(太陽光 :928万 kW、 風力 :57万 kW)

(注2)最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要

(注3)揚水発電所を最大限活用

(注4)関門連系線を最大限活用し、域外へ送電

(注5)優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制

〈注6)最大誤差相当を考慮した予想需給状況 【当日見直す場合は、10時に公表】

※ オフライン制御で確保する制御量

【特記事項】
。実績 (速報)は制御量最大となる時間帯 (出力制御がない場合は前日指示時間帯)
・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、

需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応


